
戦
い
の
キ
セ
キ 

〜
全
国
大
会
２
０
１
６
〜

丹
生
高
校

男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

丹
生
高
校
写
真
部

Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ  

Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
２

ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

平
成
28
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
の
ホ
ッ

ケ
ー
競
技
が
、
7
月
30
日
か
ら
8
月
3
日
ま
で
の
5
日

間
、
鳥
取
県
で
開
か
れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
男
子
28
校
、

女
子
20
校
が
高
校
日
本
一
を
か
け
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　

丹
生
高
校
女
子
は
、
2
回
戦
で
福
岡
県
玄
界
高
校
と

対
戦
し
5
対
0
、
準
々
決
勝
で
奈
良
県
天
理
高
校
と
対

戦
し
2
対
0
で
勝
利
し
、
準
決
勝
に
進
出
し
ま
し
た
。

　

準
決
勝
で
は
、
岩
手
県
不こ
ず
か
た
来
方
高
校
と
対
戦
。
両
校

と
も
激
し
く
攻
め
合
う
も
、
な
か
な
か
得
点
に
結
び
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
前
半
16
分
に
丹

生
高
校
が
先
制
点
を
取
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
終
了
間

際
に
同
点
に
追
い
つ
か
れ
、
試
合
は
シ
ュ
ー
ト
ア
ウ
ト

戦
に
も
つ
れ
込
み
ま
し
た
。
シ
ュ
ー
ト
ア
ウ
ト
戦
は
、

1
対
0
で
制
し
、
決
勝
戦
に
進
出
し
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
で
は
、
岐
阜
県
各
務
野
高
校
と
対
戦
。
序
盤

か
ら
お
互
い
譲
ら
な
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
、
一
進
一
退

の
攻
防
が
続
き
0
対
0
の
ま
ま
前
半
が
終
了
し
ま
し

た
。
後
半
も
な
か
な
か
得
点
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

後
半
20
分
に
一
瞬
の
隙
を
突
き
、
小
林
久
留
海
選
手
が

得
点
し
ま
し
た
。
各
務
野
高
校
も
何
度
も
攻
撃
を
仕
掛

け
ま
す
が
、
丹
生
高
校
の
粘
り
強
い
守
り
で
試
合
終

了
。「
攻
め
る
守
り
」
で
39
年
ぶ
り
5
度
目
の
優
勝
に

輝
き
ま
し
た
。

　

丹
生
高
校
男
子
は
、
1
回
戦
で
神
奈
川
県
慶
應
義
塾

高
校
と
対
戦
し
5
対
0
、
2
回
戦
で
大
阪
府
夕
陽
丘
高

校
と
対
戦
し
6
対
0
、
準
々
決
勝
で
山
梨
県
山
梨
学
院

高
校
と
対
戦
し
3
対
1
で
勝
利
し
、
準
決
勝
に
進
出
し

ま
し
た
。

　

準
決
勝
で
は
、
岐
阜
県
岐
阜
総
合
学
園
高
校
と
対

戦
。両
校
の
体
を
張
っ
た
激
し
い
攻
防
が
続
き
ま
す
が
、

得
点
に
は
至
ら
ず
、
両
校
と
も
無
得
点
の
ま
ま
前
半
が

終
了
。
後
半
も
序
盤
か
ら
せ
め
ぎ
合
い
が
続
く
中
、
岐

阜
総
合
高
校
に
先
制
さ
れ
、
そ
の
直
後
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

コ
ー
ナ
ー
を
獲
得
す
る
も
得
点
に
結
び
つ
か
ず
、
0
対

1
で
惜
敗
し
、
3
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

第
23
回
全
国
高
等
学
校
写
真
選
手
権
大
会

「
写
真
甲
子
園
２
０
１
６
」

　

写
真
甲
子
園
本
戦
に
は
、
全
国
５
２
７

校
の
中
か
ら
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
19
校

（
3
人
1
チ
ー
ム
）
が
出
場
し
ま
し
た
。
大

会
中
は
、
3
日
間
そ
れ
ぞ
れ
違
う
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
北
海
道
の
様
々
な
場
所
で
撮
影

し
、
審
査
員
の
前
で
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
、

そ
の
技
術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
敢
闘
賞
で
、
上
位
に
入

賞
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
写
真
甲
子
園
で

学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
来
年
も
本
戦
出
場
を
目
指
し
ま
す
。

第
40
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

　

写
真
部
門
に
は
、事
前
に
公
募
と
審
査
が
行
わ
れ
る
「
全
国
展
」

が
あ
り
、
各
都
道
府
県
で
選
抜
さ
れ
た
約
３
０
０
点
の
作
品
の

中
か
ら
、
最
優
秀
賞
3
点
、
優
秀
賞
7
点
が
選
ば
れ
ま
す
。

　

丹
生
高
校
写
真
部
の
小
原
京
華
さ
ん
の
作
品
「
ｆフ

リ

ー

ｒ
ｅ
ｅ

ｆフ

ォ

ー

ル

ａ
ｌ
ｌ
」
は
、
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

小
原
さ
ん
の
作
品

は
3
枚
の
組
写
真
で
、

「
自
由
は
し
ば
ら
れ

た
中
に
存
在
す
る
」

こ
と
を
表
現
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

8
月
5
日
か
ら
8
日
ま
で
、
埼
玉
県
で
第
38
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
ホ
ッ
ケ
ー
交
流
大
会
が
開
か
れ
、
全
国
か
ら
男
子
27
チ
ー

ム
、女
子
21
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
越
前
町
か
ら
は
、
朝
日
・

常
磐
・
糸
生
・
Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ 

Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
２
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
男
女
合
わ
せ
て
7
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ 

Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
２

ホ
ッ
ケ
ー
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
（
女
子
）
が
決

勝
に
進
み
ま
し
た
。
決
勝
戦
で
は
、

一
度
は
0
対
2
と
い
う
不
利
な

状
況
に
な
り
ま
し
た
が
、
後
半
終

了
間
際
に
同
点
に
追
い
付
き
、
試

合
は
延
長
戦
に
突
入
し
ま
し
た
。

　

延
長
戦
で
も
両
者
拮
抗
し
決

着
が
つ
か
ず
、
シ
ュ
ー
ト
ア
ウ

ト
戦
の
末
、
2
対
1
で
見
事
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。

大会結果

大会結果（Echizen HOMES2は以下「EH」と表記）

 1  回 戦　丹生　５ － ０　慶應義塾（神奈川県）

 2  回 戦　丹生　６ － ０　夕 陽 丘（大 阪 府）

準々決勝　丹生　３ － １　山梨学院（山 梨 県）

準 決 勝　丹生　０ － １　岐阜総合（岐 阜 県）

男子決勝トーナメント
2 回 戦　朝　　日 4－1　篠山ジュニア（兵庫県）
　　　　　糸生・常磐 1－3　広　　島（広島県）
　　　　　Ｅ　　Ｈ 1－2　大　　谷（富山県）
準々決勝　朝　　日 1－1　広　　島（広島県）
　　　　　　　（SO 1－2）
女子決勝トーナメント
1 回 戦　朝　　日 3－0　久保・一方井・川口（岩手県）
　　　　　糸　　生 0－2　築館一迫（宮城県）
準々決勝　朝　　日 1－1　川　　西（山形県）
　　　　　　　延長 0－1
　　　　　Ｅ　　Ｈ 0－0　築館一迫（宮城県）
　　　　　　　延長 1－0
準 決 勝　Ｅ　　Ｈ 2－0　川　　西（山形県）
決　　勝　Ｅ　　Ｈ 2－2　春　　照（滋賀県）
　　　　　　　延長 0－0 
　　　　　　　（SO 2－1）

敦
賀
高
校
剣
道
部  

小
河
萌
香
さ
ん

　

高
校
最
後
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
臨
ん

だ
小
河
萌
香
さ
ん
は
、
女
子
団
体
戦
予

選
リ
ー
グ
で
三
重
県
鈴
鹿
高
校
、
滋
賀

県
草
津
東
高
校
と
対
戦
し
ま
し
た
。

　

小
河
さ
ん
は
、
鈴
鹿
高
校
戦
の
先
鋒

と
し
て
出
場
し
、 「
己
に
勝
つ
！
」
を
目

標
に
延
長
戦
ま
で
闘
い
ま
し
た
が
引
き

分
け
と
な
り
ま
し
た
。

丹
生
高
校 

女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

39年ぶり5度目の優勝
チームキャプテン  吉

よし

川
かわ

  光
ひかり

さん
　地元のみなさんの応援のおかげで、「日本
一」を取ることができました。全員で勝ち
取った金メダルです。応援ありがとうござ
いました。
　次の国体予選でも、福井県代表として感
謝の気持ちを忘れず頑張ります。

ゲームキャプテン  牛
うし

若
わか

  晴
はる

馨
か

さん
　4月から練習してきた忠実なプレーで、
1人目がかわされても、2人目、3人目で
きっちり守り、どの試合でも丹生の「粘り
強さ」と、 「明るく元気」なプレースタイ
ルを貫き、戦うことができました。
 今後は、国体予選に向けて気持ちを切り
かえて、国体に出場できるよう練習に励み
ます。

写真甲子園に出場した小原さん（左）、
酒井さん（中央）、渡辺さん（右）

小河さん：「自分の剣道を最後までする事ができ、
満足のいく試合ができました。」

結成10年目にして、日本一になりました

小原さんの作品 「f
フリー

ree-f
フォール

all」

 2  回 戦　丹生　５ － ０　玄　界（福岡県）

準々決勝　丹生　２ － ０　天　理（奈良県）

準 決 勝　丹生　１ － １　不来方（岩手県）
　　　　　（SO　１ － ０）

決　　勝　丹生　１ － ０　各務野（岐阜県）

大会結果

▲表彰式の様子

明
る
く
・
元
気
に
・

　

笑
顔
で
・
粘
り
強
く

監督  吉
よし

田
だ

  能
よし

克
かつ

 先生
　この大会で、チームのモットーであ
る「明るく・元気に・笑顔で・粘り強く」
を選手たちがプレーや応援で表してく
れたことが、39年ぶりの優勝につなが
りました。また、部員23人がチーム
として日本一を目指し、準備すること
で結束できました。
　今後は、日本一に満足することなく、
勝ち続けられるチーム、多くの人から
応援されるチームを目指して練習して
いきます。

広報 えちぜん3 平成28年９月号 広報 えちぜん 2平成28年９月号
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